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東
至
・
’
飛
狐
之
炭
「

　

北
省
二
桑
乾
之
陰
　
０
迄
r
l
於
句
注
以
東
之
雄
開
瞼

塞
遥
‥
恒
岳
婚
屈
廻
施
之
地
。
是
高
是
之
正
峰
。
印
大
茂
之
諏
幹
。
曲

陽
其
趾
。
阜
平
共
脊
。
府
渾
源
則
后
也
。
几
此
五
百
里
間
。
何
莫
’

北
ｙ
岳
蜜
之
所
・
’
鍾
硫
作
而
必
斤
斤
焉
。
執
・
二
地
‘
以
辨
二
其
是
非
　
ｏ

ｆ
ｅ
｡
｡
亦
所
‘
見
溢
’
耶
。

と
記
し
、
池
石
に
茫
洋
た
る
大
陸
的
見
解
を
披
濯
し
て
居
ら
れ
る
。

’

―

⑩
「
渾
源
州
志
」
巻
二
に
も
亦
、
こ
れ
と
同
様
の
記
事
を
掲
げ
、
置
こ
常

　
　

山
間
於
飛
狐
炭
‘
と
記
し
て
居
る
。
然
し
こ
れ
ら
が
根
採
と
す
る
と

　
　

こ
ろ
に
就
い
て
は
手
も
と
に
検
索
す
べ
き
文
献
を
有
せ
す
、
其
の
鮎

　
　

厳
正
な
る
批
判
を
経
て
居
な
い
こ
と
を
記
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
廿
五
日
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　

呻
岳
・
帥
川
・
聘
州

　

金
元
０
時
代
、
渾
源
の
こ
と
を
祁
州
と
も
い
っ
た
。
今
も
永
安
寺
に
は
至
元
三
十
一
年
の
「
□
□
□
住
持
祁
州
大
永
安
御

寺
銘
」
と
い
ふ
碑
が
残
っ
て
を
る
。
金
の
劉
祁
の

　

「
帥
川
遜
士
集
」
（
知
不
足
棄
叢
書
本
鯖
潜
志
の
後
に
侠
文
を
附
す
）
に

は
「
遊
西
山
記
」
と
い
ふ
文
が
あ
り
、
渾
源
の
西
、
玉
泉
山
に
上
っ
て
、
「
北
、
帥
州
を
望
め
ば
、
掌
上
に
あ
り
、
城
邑
、

棋
局
の
如
し
」
と
述
べ
て
を
る
。
ま
た
祁
川
と
い
ふ
の
も
、
営
時
か
ら
渾
源
の
雅
名
と
し
て
使
は
れ
、
今
日
に
於
い
て
も
な

ほ
行
は
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
、
渾
源
八
景
を
孵
し
て
「
帥
川
八
景
」
と
い
ふ
が
如
く
。
こ
れ
は
、
今
日
の
所
謂
る
北
嶽
が
常

時
、
帥
岳
ま
た
は
紳
山
と
い
は
れ
て
ゐ
た
こ
と
に
基
く
も
の
と
思
ふ
。
元
遺
山
の
「
十
三
日
度
岳
領
」
（
遺
山
文
集
巻
十
）
と

い
ふ
詩
に
、
「
祁
岳
規
模
亦
壮
哉
」
と
あ
り
、
劉
祁
の
「
遊
西
山
記
」
に
は
、
前
の
文
に
緬
い
て
「
東
は
則
ち
岳
、
帥
山
屏

の
如
く
、
青
松
翠
柏
の
間
、
隠
々
と
し
て
樅
観
あ
り
」
と
見
え
る
。
こ
れ
、
今
日
の
北
嶽
を
さ
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
常
時

こ
の
山
を
北
嶽
と
か
恒
山
と
か
い
っ
た
例
は
な
い
や
う
で
あ
る
。

　

今
日
知
ら
れ
た
文
献
で
は
、
北
嶽
を
渾
源
に
置
い
て
ゐ
る
の
は
、
ら
大
明
一
統
志
」
あ
た
り
が
最
も
古
い
の
で
は
な
い
か

と
思
ふ
。
元
の
「
混
一
疆
理
歴
代
國
都
之
圖
」
で
は
北
嶽
は
今
の
正
定
の
西
北
に
あ
る
。
し
か
し
、
明
の
「
廣
輿
圖
」
に
な

る
と
正
定
の
西
北
に
は
恒
山
、
渾
源
の
南
に
は
北
嶽
が
あ
ら
は
さ
れ
、
滑
稽
な
感
じ
が
す
る
。
金
や
元
で
も
北
嶽
の
祭
祀
は

や
は
り
今
日
の
曲
陽
で
行
は
れ
た
の
で
あ
る
が
、
何
れ
の
山
が
祭
祀
す
る
北
嶽
の
本
腰
で
あ
る
か
、
恐
ら
く
は
漠
然
と
し
て

ゐ
た
の
で
あ
ら
う
。
明
代
、
北
嶽
が
今
の
渾
源
に
定
め
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
た
の
は
、
金
元
の
時
代
こ
れ
が
帥
岳
と
い
は
れ

た
こ
と
が
直
接
の
原
囚
で
あ
ら
う
。
古
く
北
魏
の
時
代
、
玄
嶽
と
い
は
れ
て
ゐ
た
こ
と
に
よ
っ
’
て
も
、
こ
の
山
が
そ
の
地
方

に
於
け
る
山
嶽
信
仰
の
一
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
ひ
が
な
い
と
思
ふ
。

　

（
日
比
野
）
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